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正

は
じ
め
に

現
在
、
福
井
駅
か
ら
九
頭
竜
湖
駅
(
和
泉
村
)
ま

で
敷
設
さ
れ
て
い
る
「
J
R
越
美
北
線
」
は
、
主
に

沿
線
の
通
学
生
徒
の
足
と
し
て
、
ま
た
一
乗
谷
朝
倉

氏
遺
跡
や
奥
越
地
域
へ
の
観
光
鉄
道
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
る
。
元
来
、
こ
の
鉄
道
は
「
北
線
」
と
い
う

路
線
名
が
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
「
越
美
南
線
(
現

在
は
、
第
三
セ
ク
タ
ー
の
長
良
川
鉄
道
)
」
と
結
ん
で

「
越
美
線
」
と
し
て
、
越
前
・
美
濃
の
両
山
岳
地
帯

を
横
断
し
て
日
本
海
側
と
太
平
洋
側
を
結
ぶ
、
中
部

日
本
横
断
と
い
う
大
き
な
役
割
を
期
待
さ
れ
た
鉄
道

で
あ
っ
た
。

小
ノi、
I才

越
前
・
美
濃
聞
の
鉄
道
敷
設
運
動
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こ
の
越
前
・
美
濃
聞
の
鉄
道
敷
設
計
画
は
、
十
九

世
紀
末
、
す
な
わ
ち
明
治
中
頃
に
起
こ
っ
て
い
る
。

長
い
運
動
の
末
、
昭
和
九
年
ま
で
に
「
南
線
」
が
、

同
四
七
年
ま
で
に
「
北
線
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
現
在
の

終
点
(
北
濃
と
九
頭
竜
湖
)
ま
で
敷
設
さ
れ
た
。
し

か
し
、
戦
前
は
戦
争
が
長
期
化
す
る
な
か
で
、
戦
後

は
自
動
車
の
運
行
が
拡
大
す
る
な
か
で
、
当
初
の
目

的
は
達
成
さ
れ
ず
現
在
に
い
た
っ
て
い
る
。
本
稿
で

は
、
こ
の
長
い
歴
史
を
も
っ
越
前
・
美
濃
聞
の
鉄
道

敷
設
運
動
に
つ
い
て
、

H

第
四
次
鉄
道
ブ

l
ム
H

の

時
代
を
中
心
に
そ
の
概
要
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

一
明
治
二
八
・
二
九
年
の
鉄
道
計
画

越
前
・
美
濃
の
両
国
の
山
岳
地
帯
を
ぬ
け
日
本
海

側
の
北
陸
地
方
と
東
海
・
名
古
屋
方
面
を
鉄
道
で
直

接
結
ぶ
計
画
は
、
北
陸
線
の
敦
賀
・
福
井
関
の
鉄
道

敷
設
工
事
が
進
み
開
通
の
目
途
が
た
つ
た
こ
ろ
(
明

治
二
六
年
四
月
に
着
工
、
二
九
年
七
月
に
開
通
)
、
あ

い
つ
い
で
起
こ
っ
た
(
注
1
)
。

表
は
、
明
治
二
八
・
二
九
の
両
年
に
起
こ
さ
れ
た

福
井
県
関
係
の
鉄
道
敷
設
計
画
の
う
ち
、
越
前
奥
越

地
方
を
対
象
と
す
る
計
画
で
あ
る
。

表

明
治
二
八
・
ニ
九
年
の
鉄
道
敷
設
計
画

: 治明
年

29: 28 

濃越 護 三桓 金i気鉄道 鉄越前越国井 城

鉄鉄 : 道

道鉄道鉄鉄 鉄
名

②道①道道 道
...‘・‘・‘

敷

設

路

線

*
「
福
井
県
史

通
史
編

5

近
現
代
こ
よ
り
作
成
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こ
の
う
ち
、
金
城
鉄
道
と
濃
越
鉄
道
①
②
が
、
越

前
・
美
濃
の
両
国
の
山
岳
地
帯
を
貫
き
北
陸
・
東
海

道
の
両
線
を
つ
な
ぐ
鉄
道
計
画
で
、
美
濃
か
ら
大
野

を
経
て
福
井
で
北
陸
線
に
つ
な
ぐ
方
法
と
、
大
野
か

ら
さ
ら
に
加
越
国
境
を
ぬ
け
金
沢
で
北
陸
線
に
つ
な

ぐ
二
方
法
が
み
ら
れ
る
。
金
城
鉄
道
は
石
川
県
よ
り

起
こ
っ
た
模
様
で
、
大
野
地
方
の
林
彦
一
ら
有
志
が

賛
同
し
て
岐
阜
県
側
に
働
き
か
け
て
い
る
。
渋
沢
栄

一
・
大
倉
喜
八
郎
・
安
田
善
次
郎
ほ
か
京
浜
地
方
の

豪
商
と
、
沿
線
に
あ
た
る
石
川
・
福
井
・
岐
阜
・
愛

知
の
各
県
の
資
産
家
が
発
起
人
と
な
り
、
資
本
金
八

五
O
万
円
と
い
う
大
が
か
り
な
計
画
で
あ
っ
た
。
加

賀
・
越
前
・
美
濃
の
三
国
の
山
岳
地
帯
の
豊
富
な
鉱

産
資
源
の
開
発
と
い
う
経
済
上
の
目
的
に
加
え
、
名

古
屋
の
師
団
と
金
沢
の
師
団
(
設
置
予
定
)
を
結
ぶ

と
い
う
軍
事
的
効
果
を
あ
げ
て
い
る
(
注
2
)
。

美
濃
と
越
前
を
結
ぶ
濃
越
鉄
道
に
は
、
二
路
線
が

み
ら
れ
る
。
①
は
、
三
重
県
四
日
市
か
ら
起
こ
っ
た

計
画
で
、
坂
井
郡
の
名
村
忠
治
や
藤
野
市
九
郎
ら
が

賛
同
し
、
こ
れ
に
大
野
郡
の
有
志
を
加
え
て
発
起
し

よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
=
一
国
・
大
野
・
大
垣
了

四
日
市
を
直
線
的
に
つ
な
ご
う
と
す
る
計
画
で
、
資

本
金
は
五
五
O
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
(
注
3
)
。
②

は
、
大
阪
市
北
浜
の
井
上
保
次
郎
ら
が
発
起
人
で
、

幹
線
は
①
と
同
様
に
、
蝿
帽
子
峠
を
ぬ
け
る
計
画
で

あ
る
が
、
路
線
の
長
さ
が
①
の
一
一
一
分
の
二
程
度
で
あ

る
こ
と
と
、
古
市
・
福
井
問
、
黒
野
・
岐
阜
聞
の
二

支
線
を
も
っ
て
い
る
点
に
特
徴
が
み
ら
れ
る
(
注

4
)
o
こ
れ
ら
の
鉄
道
は
、
技
術
的
・
資
金
的
両
面
か

ら
実
現
に
い
た
っ
て
い
な
い
が
、
大
正
年
聞
に
計
画

が
具
体
化
さ
れ
る
越
美
線
(
北
線
・
南
線
)
の
源
流

と
考
え
ら
れ
る
。

明
治
二
O
年
に
公
布
さ
れ
た
『
私
設
鉄
道
条
例
』

つ
過
熱
し
た
鉄
道
熱
H

を
背
景
に
、
私
設
鉄
道
を
国

家
の
保
護
・
統
制
下
に
お
く
)
、
二
五
年
の
『
鉄
道
敷

設
法
』
(
幹
線
鉄
道
の
官
設
官
営
主
義
を
法
制
化
す

る
)
、
三
九
年
の
『
鉄
道
固
有
法
』
(
日
露
戦
後
経
営
の

も
と
、
私
設
の
幹
線
鉄
道
の
固
有
化
を
図
る
)
、
四
三

年
の
『
軽
便
鉄
道
法
』
(
地
域
資
本
を
活
用
し
て
、
固

有
化
さ
れ
た
幹
線
鉄
道
を
補
完
す
る
地
域
鉄
道
の
敷

設
促
進
を
図
る
)
な
ど
の
鉄
道
政
策
に
よ
り
、
私
設

鉄
道
の
敷
設
は
、
技
術
的
に
も
資
金
的
に
も
困
難
を

と
も
な
う
長
距
離
の
も
の
は
避
け
ら
れ
、
近
距
離
の

軽
便
鉄
道
が
中
心
と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
奥
越

地
方
と
北
陸
線
福
井
駅
を
結
ぶ
鉄
道
に
つ
い
て
は
、

二
八
年
の
越
前
電
気
鉄
道
、
三
四
年
の
越
前
鉄
道
に

つ
づ
い
て
四
一
年
に
発
起
さ
れ
た
越
前
電
気
鉄
道

(
京
都
電
灯
株
式
会
社
の
経
営
)
に
よ
っ
て
、
大
正

三
年
に
新
福
井
・
勝
山
・
大
野
口
聞
が
開
通
(
大
野

三
番
ま
で
の
開
通
は
七
年
)
し
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
時
期
、
越
美
国
境
の
山
岳
地
帯
を
貫
く
長
距
離

鉄
道
の
敷
設
計
画
は
見
え
な
い
(
注
5
)
。

大
正
期
、
大
野
町
・
福
井
市
聞
の

鉄
道
敷
設
運
動

大
正
三
年
夏
、
第
一
次
世
界
大
戦
が
勃
発
し
た
。

こ
の
戦
争
下
の
好
景
気
は
、
鉄
道
の
輸
送
量
を
激
増

さ
せ
た
ば
か
り
で
な
く
、
輸
送
力
の
格
段
の
増
強
を

う
な
が
し
た
。
さ
ら
に
、
七
年
九
月
に
誕
生
し
た
原

敬
政
友
会
内
閣
は
「
建
主
改
従
(
改
良
よ
り
建
設
を

優
先
す
る
)
」
の
積
極
的
な
鉄
道
政
策
を
す
す
め
、

4弟

四
次
鉄
道
ブ
l
ム
ユ
そ
の
特
色
は
、
都
市
郊
外
へ
の

私
鉄
電
気
鉄
道
の
敷
設
)
が
わ
き
お
こ
っ
た
。
政
友

会
内
閣
(
原
敬
首
相
、
大
正
一

O
年
一
一
月
の
原
首

相
の
暗
殺
後
は
高
橋
是
清
)
は
、
四
大
政
綱
の
一
つ

に
「
交
通
機
関
の
整
備
」
を
あ
げ
、
同
八
年
四
月
に

『
地
方
鉄
道
法
」
、
一

O
年
四
月
に
『
軌
道
法
』
、
一
一

年
四
月
に
は
『
改
正
鉄
道
敷
設
法
』
を
あ
い
つ
い
で

公
布
し
、
「
我
田
引
鉄
」
と
も
邦
検
さ
れ
る
積
極
的
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な
鉄
道
政
策
を
展
開
し
た
。
私
鉄
の
営
業
キ
ロ
数

は
、
大
正
九
年
に
は
五
三
一
三
五
切
で
あ
っ
た
の
が
、

一
四
年
に
は
七
四
四
五
回
、
昭
和
五
年
に
は
九
四
六

O
M
へ
と
飛
躍
的
に
拡
大
し
た
(
昭
和
七
年
の
九
六

七
九
回
が
最
長
)
。
福
井
県
で
は
、
福
武
電
気
鉄
道
・

永
平
寺
鉄
道
・
鰐
浦
電
気
鉄
道
・
=
一
国
芦
原
電
気
鉄

道
が
開
業
し
て
い
る
。
地
域
の
産
業
構
造
の
変
化
、

都
市
化
の
進
展
、
都
市
機
能
の
分
化
な
ど
を
背
景
と

し
て
い
た
だ
け
に
、
こ
れ
ら
の
鉄
道
に
は
、
単
に
都

市
間
の
物
資
輸
送
に
と
ど
ま
ら
ず
、
沿
線
住
民
の
日

常
生
活
と
の
密
接
な
関
係
が
期
待
さ
れ
て
い
た
(
注

6
)
。
大
野
町
・
福
井
市
聞
に
お
い
て
も
、
交
通
機
関
の

充
実
を
図
ろ
う
と
す
る
運
動
が
お
こ
っ
て
い
る
。
越

前
電
鉄
で
は
、
大
正
七
年
九
月
一
日
に
、
大
野
町
の

中
心
部
に
鉄
道
を
敷
設
し
、
大
野
口
・
大
野
三
番
聞

が
開
通
し
た
。
新
福
井
・
大
野
三
番
聞
の
所
要
時
間

は
二
時
間
五
分
で
、
毎
一
時
間
に
運
行
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
(
注
7
)
。
し
か
し
、
実
際
に
は
五
時

間
を
要
す
る
こ
と
も
珍
し
く
な
く
、
三
・
四
時
間
が

普
通
と
い
う
運
行
状
態
で
あ
っ
た
。

さ
か
の
ぼ
る
こ
と
三
か
月
前
の
五
月
末
、
『
大
阪

朝
日
新
聞
』
は
、
大
野
・
足
羽
両
郡
の
有
志
に
よ
っ

小
品

'仁r

越
前
・
美
濃
問
の
鉄
道
敷
設
運
動

て
、
福
井
市
よ
り
足
羽
川
左
岸
の
美
濃
街
道
(
新
聞

で
は
し
ば
し
ば
羽
生
街
道
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、

以
後
、
羽
生
街
道
と
記
す
)
に
沿
っ
て
電
気
鉄
道
を

敷
設
す
る
計
画
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
を
報
じ
て
い

る
(
注

8
)
。
そ
の
背
景
に
は
、
鉄
道
の
な
い
足
羽
郡

住
民
の
敷
設
へ
の
期
待
と
と
も
に
、
越
前
電
鉄
だ
け

で
は
大
野
郡
よ
り
搬
出
さ
れ
る
貨
物
が
さ
ば
き
き
れ

ず
「
倍
賃
金
を
支
払
ひ
て
尚
抽
畿
を
以
て
漸
く
搬
出

せ
ら
る
る
有
様
に
し
て
貨
物
停
滞
し
荷
主
の
損
害
砂

か
ら
ず
荷
主
の
不
平
は
近
来
甚
だ
し
」
と
い
う
状
況

が
あ
り
、
大
野
町
な
ど
で
は
、
こ
の
ま
ま
で
は
町
の

発
展
が
そ
が
れ
る
と
の
声
が
高
ま
っ
て
い
た
。
大
野

町
の
斎
藤
巌
を
委
員
長
に
、
足
羽
郡
の
池
田
七
郎
兵

衛
(
県
会
議
長
)
な
ど
が
く
わ
わ
り
、
工
費
一
七
O
万

円
で
、
福
井
・
大
野
間
の
一
七
哩
に
電
鉄
を
敷
設
す

る
と
い
う
も
の
で
、
ま
さ
に
H

第
四
次
鉄
道
ブ
l
ム々

の
下
で
の
計
画
で
あ
っ
た
。
一

O
月
に
は
、
南
越
電

気
鉄
道
株
式
会
社
を
設
立
し
、
福
井
市
と
大
野
町
を

結
ぶ
羽
生
街
道
に
沿
っ
て
電
気
鉄
道
を
敷
設
す
る
計

画
と
な
っ
て
い
る
。
十
月
末
日
に
は
、
福
井
県
庁
を

通
し
て
認
可
申
請
書
が
逓
信
省
に
提
出
さ
れ
て
い
る

模
様
で
、
大
野
郡
の
斎
藤
顕
と
足
羽
郡
の
池
田
七
郎

兵
衛
が
特
別
委
員
と
な
り
認
可
の
速
成
運
動
の
準
備

も
進
ん
で
い
る
。
両
郡
に
く
わ
え
、
福
井
市
・
吉
田

郡
・
丹
生
郡
か
ら
も
有
志
が
賛
同
し
、
発
起
人
は
六

十
二
名
に
の
ぼ
っ
た
o

各
郡
市
か
ら
委
員
が
選
ば

れ
、
沿
線
で
は
敷
地
を
無
償
で
提
供
し
よ
う
と
い
う

意
気
込
み
で
、
た
と
え
利
益
の
な
い
無
配
当
で
も
株

の
募
集
に
応
じ
よ
う
と
い
う
盛
り
あ
が
り
方
で
あ
っ

た
(
注

9
)
。
好
況
下
、
大
野
町
お
よ
び
足
羽
郡
下
羽

生
街
道
筋
の
人
々
の
鉄
道
に
か
け
る
期
待
が
、
い
か

に
大
き
か
っ
た
か
が
う
か
が
え
る
。
福
井
県
で
も
、

当
初
は
越
前
電
鉄
の
複
線
化
を
、
つ
な
が
し
輸
送
力
強

化
を
図
ろ
う
と
し
て
い
た
が
、
大
野
郡
・
足
羽
郡
下

の
住
民
の
H

不
満
と
期
待
々
を
背
景
に
、
南
越
電
気

鉄
道
の
敷
設
を
推
進
す
る
方
向
に
転
換
し
て
い
る
。

南
越
電
気
鉄
道
は
、
資
本
金
百
五
十
万
円
で
電
気

鉄
道
を
敷
設
す
る
構
想
で
あ
る
が
、
と
り
あ
え
ず
は

資
本
金
百
万
円
で
軽
便
鉄
道
を
敷
設
す
る
と
い
う
も

の
で
、
旅
客
よ
り
も
貨
物
の
輸
送
を
中
心
と
す
る
産

業
鉄
道
的
な
性
格
を
も
っ
て
い
た
。
路
線
と
し
て
、

三
案
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
、
福
井
市
よ
り
足
羽
川
左

岸
の
和
田
・
酒
生
両
村
を
経
て
下
宇
坂
村
の
福
島
・

大
久
保
を
通
過
し
、
芦
見
・
羽
生
両
村
を
経
て
大
野

町
に
達
す
る
路
線
、
二
つ
め
は
、
福
井
市
よ
り
和
田

・
酒
生
の
両
村
を
経
て
足
羽
川
右
岸
に
渡
り
、
下
宇
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坂
村
の
市
波
を
通
過
し
、
上
新
橋
付
近
で
足
羽
川
を

横
切
り
上
宇
坂
村
境
寺
、
さ
ら
に
羽
生
村
を
経
て
大

野
町
に
達
す
る
路
線
、
三
つ
め
は
、
福
井
市
よ
り
和

田
村
を
経
て
足
羽
川
の
右
岸
に
渡
り
、
対
岸
の
東
郷

・
一
乗
谷
村
を
通
過
し
て
市
波
に
い
た
り
、
第
二
の

路
線
を
経
由
し
て
大
野
町
に
達
す
る
も
の
で
、
第
一

に
は
こ
・
三
か
所
の
隆
道
が
、
第
二
・
三
に
は
足
羽

川
を
こ
え
る
橋
梁
が
必
要
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
は

や
く
も
路
線
争
奪
の
状
況
が
見
ら
れ
た
。

三
大
正
期
、
濃
越
鉄
道
の
敷
設
運
動

越
前
と
美
濃
の
山
岳
地
帝
を
越
え
て
北
陸
線
と
中

央
線
、
さ
ら
に
東
海
道
線
を
結
ぶ
官
設
に
よ
る
連
絡

鉄
道
敷
設
計
画
も
、
こ
の
よ
う
な
な
か
で
具
体
化
さ

れ
て
い
っ
た
。

五
年
三
月
、
『
鉄
道
敷
設
法
』
が
改
正
さ
れ
、
そ

れ
ま
で
中
央
線
と
北
陸
線
の
連
絡
鉄
道
(
第
二
条
)

は
「
岐
阜
県
下
岐
阜
若
ハ
長
野
県
下
松
本
ヨ
リ
岐
阜

県
下
高
山
ヲ
経
テ
富
山
県
下
富
山
ニ
至
ル
鉄
道
」
と

さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
「
岐
阜
県
下
ヨ
リ
太
田
、
高

山
ヲ
経
テ
富
山
県
下
富
山
ニ
至
ル
鉄
道
」
(
高
山
線
・

飛
越
線
)
に
改
め
ら
れ
た
。
こ
の
鉄
道
は
、
大
正
八

年
に
着
工
し
、
翌
九
年
の
岐
阜
・
各
務
ケ
原
聞
の
開

通
を
か
わ
き
り
に
、
昭
和
九
年
一

O
月
、
富
山
・
岐

阜
問
、
二
二
五
回
余
の
全
線
が
開
通
し
た
。
岐
阜
・

富
山
聞
の
鉄
道
敷
設
の
決
定
は
、
岐
阜
と
福
井
、
さ

ら
に
金
沢
を
結
ぶ
鉄
道
敷
設
の
動
き
に
拍
車
を
か
け

る
こ
と
と
な
り
、
大
正
八
年
二
月
に
は
、
「
濃
越
鉄

道
速
成
ニ
関
ス
ル
建
議
」
が
、
十
年
二
月
に
は
「
大

垣
大
野
金
沢
問
鉄
道
敷
設
建
議
」
が
衆
議
院
で
採
択

さ
れ
て
い
る
(
注
叩
)
。

「
濃
越
鉄
道
速
成
ニ
間
ス
ル
建
議
書
」
(
越
美
線

は
、
初
期
の
段
階
で
は
濃
越
鉄
道
と
称
し
て
い
る
)

は
、
八
年
一
月
、
熊
谷
五
右
衛
門
・
柳
原
九
兵
衛
・

松
井
丈
太
郎
(
以
上
福
井
県
選
出
代
議
士
)
・
匹
田

鋭
土
口
・
横
井
藤
四
郎
に
よ
っ
て
帝
国
議
会
に
提
出
さ

れ
た
。
「
建
議
室
田
」
に
は
「
建
設
中
の
岐
阜
太
田
間

鉄
道
線
路
よ
り
分
岐
し
北
美
濃
の
中
心
市
街
地
た
る

八
幡
町
及
越
前
回
大
野
町
を
経
て
北
陸
線
福
井
に
達

す
る
本
邦
横
断
線
は
経
済
上
及
国
防
上
極
め
て
重
要

な
る
線
路
に
し
て
北
美
濃
一
帯
よ
り
飛
騨
越
前
に
亘

る
林
産
物
及
鉱
産
物
は
殆
ど
無
尽
蔵
と
称
せ
ら
れ
加

ふ
る
に
美
濃
紙
繭
蚕
糸
茶
及
鮎
等
の
特
殊
物
産
も
あ

り
殊
に
該
地
方
に
於
て
は
多
年
の
歴
史
を
有
す
る
有

名
な
る
面
谷
鉱
山
畑
佐
鉱
山
等
を
始
と
し
て
最
近
中

央
製
鋼
会
社
の
企
業
に
係
る
水
沢
上
鉱
山
等
の
在
る

あ
り
之
に
対
し
て
未
だ
交
通
機
関
の
備
は
ら
さ
る
は

国
家
経
済
上
一
日
も
忍
う
能
は
さ
る
所
な
り
」
と
し

て
、
経
済
・
軍
事
の
両
面
か
ら
速
や
か
な
建
設
を
求

め
て
い
る
。
路
線
的
に
は
、
先
の
明
治
二
九
年
の
計

画
の
金
城
鉄
道
と
濃
越
鉄
道
を
折
衷
し
た
形
と
な
っ

て
お
り
、
泊
坂
峠
を
越
え
て
北
陸
線
福
井
駅
に
つ
な

ぐ
計
画
と
な
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
軍
事
上
の
利
点

と
し
て
は
、
北
陸
線
木
の
芽
峠
越
の
杉
津
付
近
で

は
、
路
線
が
海
岸
に
対
し
て
露
呈
す
る
よ
う
に
な
っ

て
お
り
、
敷
設
計
画
の
当
初
よ
り
軍
事
的
な
弱
点
と

し
て
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
点
油
坂
峠
は
全
く

問
題
が
な
く
、
し
か
も
距
離
的
に
は
、
名
古
屋
・
金

沢
聞
で
い
う
な
ら
ば
、
敦
賀
経
由
に
対
し
て
は
も
ち

ろ
ん
、
富
山
経
由
(
高
山
線
・
飛
越
線
)
に
対
し
て

も
四

O
M以
上
短
縮
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

二
月
に
は
、
こ
の
「
建
議
室
田
」
は
衆
議
院
で
採
択
さ

れ
て
、
政
府
に
提
出
さ
れ
、
翌
九
年
二
月
に
は
、
予

算
が
帝
国
議
会
を
通
過
し
た
。
美
濃
太
田
(
飛
越
線

太
田
駅
)
・
福
井
市
聞
の
九
人
哩
に
、
九
年
度
よ
り

着
手
し
て
一
八
年
度
ま
で
の
一

0
か
年
継
続
事
業
と

し
て
、
総
工
費
一
八
二
九
万
円
で
敷
設
す
る
こ
と
に

な
り
、
美
濃
太
田
よ
り
工
事
が
着
手
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
(
注
円
)
。
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沿
線
の
地
域
で
は
、
敷
設
速
成
の
運
動
が
お
こ
っ

た
。
三
国
町
で
は
、
は
や
く
も
衆
議
院
で
の
請
願
書

採
択
前
の
八
年
二
月
に
、
濃
越
鉄
道
を
福
井
市
よ
り

さ
ら
に
坂
井
郡
川
西
方
面
を
経
て
三
国
港
に
延
長

し
、
海
路
と
の
連
絡
を
図
ろ
う
と
す
る
動
き
が
起
こ

っ
て
い
る
(
注
ロ
)
。
三
国
町
で
は
、
明
治
四
四
年

に
金
津
・
三
国
聞
の
支
線
が
開
通
し
た
が
、
か
つ
て

の
繁
栄
に
は
ほ
ど
遠
く
、
新
た
な
鉄
道
の
敷
設
に
よ

る
通
商
都
市
の
復
活
に
大
き
な
期
待
を
か
け
て
い
た

(
注
日
)
。
ま
た
、
直
接
の
敷
設
地
域
で
あ
る
大
野

郡
で
は
期
成
同
盟
会
が
組
織
さ
れ
、
つ
い
で
福
井
市

や
足
羽
郡
・
吉
田
郡
、
さ
ら
に
福
井
・
岐
阜
の
両
県

の
連
合
し
た
敷
設
促
進
の
運
動
も
お
こ
っ
て
い
た

(
注
日
)
。
予
算
通
過
に
あ
た
っ
て
は
、
越
前
の
大

野
郡
を
中
心
と
す
る
福
井
県
濃
越
鉄
道
期
成
同
盟
会

(
東
京
事
務
所
は
芝
今
入
町
芝
虎
館
内
)
と
岐
阜
県

郡
上
郡
を
中
心
と
す
る
岐
阜
県
濃
越
鉄
道
期
成
同
盟

会
が
、
そ
れ
ぞ
れ
上
京
し
て
運
動
を
展
開
し
て
い
る

(
注
市
)

0

福
井
県
全
体
と
し
て
は
、
敷
設
決
定
を
祝
っ
て
「
濃

越
鉄
道
敷
設
祝
賀
会
」
が
、
一

O
月
四
日
に
挙
行
さ

れ
る
が
、
そ
の
路
線
を
め
ぐ
っ
て
激
し
い
対
立
が
起

こ
る
こ
と
に
な
る
(
注
時
)
。
濃
越
鉄
道
の
大
野
町
・

小
川

'口一

越
前
・
美
濃
間
の
鉄
道
敷
設
運
動

福
井
市
聞
の
路
線
は
、
鉄
道
省
に
お
い
て
も
、
当
初

は
足
羽
川
沿
い
の
羽
生
街
道
が
前
提
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
大
正
九
年
一

O
月
上
旬
に
鉄
道
省
の
技
監
が

実
地
踏
査
を
行
っ
た
こ
ろ
に
は
、
鉄
道
省
の
立
場
は

あ
い
ま
い
に
な
り
、
そ
の
分
、
九
頭
流
川
に
沿
う
勝

山
街
道
を
と
る
か
、
足
羽
川
に
沿
う
羽
生
街
道
を
と

る
か
、
両
地
域
間
で
競
争
が
激
化
し
て
い
る
。
距
離

的
に
は
羽
生
街
道
に
分
が
、
人
家
の
密
度
か
ら
み
れ

ば
勝
山
街
道
に
分
が
あ
る
。
越
前
電
鉄
の
買
収
を
前

提
と
す
る
勝
山
側
の
場
合
は
、
既
設
の
軌
道
で
は
用

を
な
さ
な
い
の
で
、
再
敷
設
が
必
要
で
あ
っ
た
(
注

げ
)
。勝
山
側
で
は
、
濃
越
鉄
道
期
成
同
盟
会
を
組
織
す

る
こ
と
に
な
り
、
吉
田
郡
や
福
井
市
の
松
本
方
面
の

住
民
と
提
携
し
て
運
動
を
拡
げ
る
方
途
を
協
議
す
る

な
ど
、
積
極
的
に
運
動
を
進
め
た
(
注
目
)
。
し
か
し
、

隣
接
の
吉
田
郡
で
は
、
停
車
場
や
停
留
場
の
多
い
電

鉄
の
方
が
便
利
で
あ
る
と
し
て
消
極
的
で
あ
り
、
沿

線
の
一
致
し
た
運
動
は
お
こ
ら
な
か
っ
た
。
一
方
、

羽
生
側
で
は
、
先
に
越
前
電
鉄
が
勝
山
経
由
に
な
っ

た
こ
と
に
よ
っ
て
街
道
筋
が
著
し
く
衰
微
し
た
こ
と

へ
の
反
省
か
ら
、
大
野
・
足
羽
・
今
立
三
郡
の
有
志

に
よ
る
濃
越
鉄
道
速
成
同
盟
会
を
組
織
し
て
運
動
を

す
す
め
て
い
る
。
速
成
同
盟
会
の
発
会
式
は
、
一

O

月
二
五
日
に
下
宇
坂
村
市
波
の
本
向
寺
で
聞
か
れ
、

野
尻
・
柳
原
両
衆
議
院
議
員
や
古
村
郡
長
を
は
じ
め

千
余
名
が
出
席
す
る
大
規
模
な
集
会
と
な
っ
た
。
貴

衆
両
院
の
議
員
を
顧
問
に
し
て
、
池
田
七
郎
兵
衛
ら

を
幹
事
に
選
出
し
て
い
る
(
注
目
)
。

鉄
道
省
で
は
、
態
度
を
あ
い
ま
い
に
さ
せ
な
が
ら

も
、
交
通
機
関
の
総
合
的
な
発
達
と
い
う
点
か
ら
、

羽
生
街
道
の
路
線
に
理
解
を
示
し
て
い
た
模
様
で
あ

る
。
ま
た
先
述
し
た
よ
う
に
、
越
前
電
鉄
に
代
え
て

官
営
鉄
道
に
す
る
と
停
車
場
が
少
な
く
な
り
、
か
え

っ
て
不
便
に
な
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
勝
山
町
の
運

動
は
吉
田
郡
一
帯
の
支
持
を
得
る
に
は
い
た
ら
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
羽
生
側
の
運
動
に
も
二
路
線
の
競

争
が
み
ら
れ
、
一
枚
岩
で
は
な
か
っ
た
。
一
つ
は
、

福
井
市
よ
り
足
羽
川
の
左
岸
を
さ
か
の
ぼ
り
酒
生
村

を
通
過
し
て
市
波
ま
た
は
対
岸
の
大
久
保
を
経
て
大

野
町
に
至
る
ほ
ぼ
羽
生
街
道
の
路
線
、
さ
ら
に
一
つ

は
、
福
井
市
よ
り
足
羽
川
の
右
岸
を
さ
か
の
ぼ
り
東

郷
村
を
経
て
市
波
に
出
て
大
野
町
に
至
る
路
線
で
あ

り
、
酒
生
村
と
東
郷
村
の
両
村
で
猛
烈
な
H

争
奪
合

戦
μ

が
行
わ
れ
た
(
注
却
)
o
そ
の
後
の
経
緯
は
明
か

で
は
な
い
が
、
現
在
の
越
美
北
線
は
東
郷
地
区
を
経
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由
し
て
市
波
に
出
て
大
野
に
向
か
う
路
線
を
と
っ
て

い
る
。

四
濃
越
鉄
道
周
辺
の
鉄
道
計
画

今
立
郡
を
ま
き
こ
ん
だ
足
羽
郡
の
鉄
道
敷
設
運
動

は
、
今
立
郡
の
側
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
。
当
時
、

今
立
郡
に
は
、
武
岡
軽
便
鉄
道
株
式
会
社
(
大
正
四

年
八
月
全
通
、
新
武
生
駅
・
岡
本
新
駅
間
)
と
、
今

立
鉄
道
株
式
会
社
(
大
正
一
一
年
九
月
免
許
、
岡
本

新
駅
・
北
陸
線
鯖
江
駅
間
の
計
画
路
線
)
が
あ
り
、

両
鉄
道
は
、
大
正
二
三
年
三
月
に
合
併
し
て
南
越
鉄

道
株
式
会
社
と
な
っ
て
い
る
。
同
年
九
月
に
は
、
岡

本
新
駅
・
戸
ノ
口
駅
聞
が
開
通
し
て
い
る
(
注
幻
)
。

同
鉄
道
で
は
、
二
期
工
事
で
鯖
江
駅
に
連
絡
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
が
、
一
方
で
は
濃
越
鉄
道
に
連
絡

す
る
た
め
、
戸
ノ
口
駅
か
ら
北
上
し
て
、
今
立
・
足

羽
郡
境
の
山
を
開
撃
し
足
羽
郡
東
郷
に
出
て
、
さ
ら

に
足
羽
川
を
横
断
し
て
福
井
市
に
い
た
る
路
線
も
検

討
さ
れ
て
い
る
(
注
包
)
。
ま
た
、
濃
越
鉄
道
に
接
続

さ
せ
ず
、
東
方
に
向
い
大
野
郡
の
南
部
山
岳
地
帯
を

貫
通
し
て
岐
阜
県
(
美
濃
国
)
と
結
ぶ
、
鯖
大
線
と

称
さ
れ
る
鉄
道
も
計
画
さ
れ
た
。
大
正
一
四
年
、
北

陸
線
鯖
江
駅
か
ら
今
立
郡
中
河
村
、
北
中
山
村
、
南

中
山
村
、
服
間
村
、
上
池
田
村
水
海
・
美
濃
俣
、
大

野
郡
西
谷
村
熊
河
・
温
見
を
経
て
、
温
見
峠
か
ら
岐

阜
県
本
巣
郡
根
尾
村
大
河
原
に
出
て
南
下
し
、
大
垣

・
金
沢
聞
の
予
定
線
に
接
続
す
る
鉄
道
計
画
で
あ
る

(
注
お
)
。
翌
一
五
年
に
は
、
北
陸
線
鯖
江
駅
よ
り
武

生
町
に
出
て
南
越
鉄
道
(
今
立
郡
国
高
村
、
北
新
庄

村
、
味
間
野
村
、
粟
田
部
村
、
岡
本
村
)
を
利
用
し

て
南
中
山
村
野
岡
駅
で
分
岐
し
、
こ
こ
か
ら
先
は
前

述
と
同
様
で
、
温
見
峠
を
経
て
岐
阜
県
大
、
河
原
に
達

し
、
さ
ら
に
南
下
し
て
大
垣
・
金
沢
聞
の
予
定
線
に

接
続
す
る
路
線
を
衆
議
院
に
提
出
し
た
。
衆
議
院
議

願
分
科
会
で
は
採
択
さ
れ
た
が
、
新
聞
の
観
測
で

は
、
長
距
離
か
っ
山
間
渓
谷
を
縫
う
難
工
事
で
あ
り

実
現
は
不
可
能
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
(
注
目
)

0

越
美
の
国
境
は
越
え
な
い
が
、
大
野
町
の
東
方
へ

電
鉄
を
敷
設
す
る
と
い
う
計
画
も
起
き
て
い
る
。
越

美
電
気
鉄
道
株
式
会
社
に
よ
る
も
の
で
、
大
野
三
番

駅
を
起
点
に
下
庄
村
中
荒
井
、
富
田
村
上
麻
生
島
・

土
打
、
蕨
生
を
経
て
五
箇
村
勝
原
に
い
た
る
路
線
で

あ
る
(
注
お
)
o
ま
た
、
北
陸
線
金
津
駅
か
ら
丸
岡
・

勝
山
両
町
を
経
由
し
て
大
野
=
一
番
駅
に
い
た
り
、
さ

ら
に
濃
越
鉄
道
に
連
絡
さ
せ
る
路
線
も
計
画
さ
れ
て

い
る
(
注
お
)
。

五
越
美
線
の
敷
設

大
正
一
一
年
一
月
、
越
美
南
線
(
濃
越
鉄
道
の
岐

阜
県
側
、
福
井
県
側
は
越
美
北
線
)
が
、
高
山
線
の

美
濃
太
田
か
ら
着
工
さ
れ
、
一
二
年
に
は
美
濃
町

へ
、
さ
ら
に
長
良
川
沿
い
を
北
上
し
、
同
一
五
年
に

は
板
取
口
(
美
濃
立
花
)
、
昭
和
二
年
美
濃
下
川
、
同

四
年
郡
上
八
幡
、
七
年
美
濃
弥
富
、
八
年
美
濃
白
鳥
、

九
年
八
月
に
は
北
濃
ま
で
開
通
し
た
。

こ
の
問
、
福
井
県
側
で
は
、
昭
和
二
年
六
・
七
月

に
は
、
越
美
線
の
早
期
敷
設
を
求
め
る
運
動
が
お
こ

っ
て
い
る
。
福
井
市
会
議
員
・
福
井
商
業
会
議
所
議

員
・
沿
線
各
県
会
議
員
有
志
ら
が
連
署
し
て
、
越
美

線
の
福
井
市
か
ら
の
着
工
を
求
め
る
鉄
道
大
臣
あ
て

の
陳
情
書
を
提
出
し
、
さ
ら
に
、
福
井
市
と
大
野
・

足
羽
・
今
立
の
三
郡
の
県
会
議
員
・
市
町
村
会
議
員

・
福
井
商
業
会
議
所
議
員
ら
の
有
志
で
、
越
美
線
期

成
同
盟
会
を
組
織
し
て
い
る
。
越
美
北
線
(
越
美
線

の
福
井
県
側
)
の
着
工
は
、
昭
和
初
期
の
福
井
県
政

上
の
重
要
懸
案
で
あ
っ
た
(
注
U
)
。

七
年
、
鉄
道
大
臣
の
実
地
踏
査
を
経
て
、
一

O
年、

総
工
費
一
億
八
千
万
円
の
六
カ
年
継
続
事
業
と
し
て

着
工
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
第
一
期
工
事
は
越
前

木
田
・
市
波
問
、
第
二
期
工
事
は
市
波
・
大
宮
問
、

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）
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第
三
期
工
事
は
大
宮
・
大
野
間
で
、
一
四
年
に
は
越

前
木
田
・
大
野
聞
の
路
床
工
事
が
完
成
し
た
が
、
福

井
・
越
前
木
田
間
で
は
、
専
用
用
地
の
買
収
を
は
じ

め
操
車
場
・
機
関
庫
な
ど
の
諸
工
事
が
難
行
し
た
。

そ
の
後
、
二
一
年
に
始
ま
っ
た
日
中
戦
争
の
拡
大
に

よ
っ
て
全
国
の
新
鉄
道
の
敷
設
は
見
送
ら
れ
る
こ
と

と
な
り
、
越
美
北
線
で
も
路
床
の
ま
ま
で
中
断
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
、
大
野
・
朝
日
間
も
、
九

年
度
で
中
心
測
量
を
終
え
て
い
た
。

戦
後
、
越
美
北
線
へ
の
期
待
は
大
き
く
工
事
の
再

開
が
待
た
れ
た
が
、
財
政
的
に
困
難
で
あ
っ
た
。
二

二
年
九
月
か
ら
、
大
野
・
岐
阜
県
白
鳥
聞
に
、
本
線

の
代
替
と
し
て
省
営
パ
ス
が
運
行
さ
れ
た
が
、
道
路

状
況
が
悪
い
上
に
遠
距
離
で
あ
り
、
し
か
も
冬
季
は

運
休
と
い
う
こ
と
か
ら
運
行
効
果
は
不
充
分
で
あ
っ

た
。
福
井
県
議
会
は
、
二
四
年
六
月
、
越
美
北
線
開

通
促
進
の
陳
情
を
採
択
し
、
請
願
書
を
国
会
・
運
輸

省
・
国
鉄
本
社
な
ど
に
提
出
し
た
。
二
五
年
八
月
に

は
、
官
公
署
・
団
体
・
地
元
住
民
が
一
致
し
て
福
井

県
越
美
線
開
通
促
進
期
成
同
盟
会
を
結
成
じ
、
県
政

の
重
大
懸
案
事
項
と
し
て
陳
情
の
運
動
が
強
力
に
す

す
め
ら
れ
た
(
注
却
)
。

二
八
年
二
月
よ
り
、
福
井
・
大
野
間
の
路
床
の
補

小
ノ1

1コl

越
前
・
美
濃
問
の
鉄
道
敷
設
運
動

正
工
事
を
か
わ
き
り
に
、
工
事
再
開
が
認
め
ら
れ
た

が
、
緊
縮
予
算
の
影
響
を
受
け
、
=
一
五
年
三
一
月
、

よ
う
や
く
勝
原
ま
で
開
通
、
さ
ら
に
、
四
七
年
一
二

月
に
は
九
頭
龍
湖
ま
で
開
通
し
た
。
し
か
し
、
道
路

の
整
備
と
自
動
車
の
運
行
の
発
展
に
よ
る
鉄
道
利
用

の
減
少
な
ど
に
よ
っ
て
、
敷
設
の
経
済
効
果
が
低
下

し
、
ま
た
、
そ
の
役
割
も
当
初
の
資
源
開
発
と
国
防

か
ら
、
奥
越
高
原
や
一
乗
谷
朝
倉
遺
跡
な
ど
へ
の
観

光
と
沿
線
の
通
学
へ
と
変
化
し
た
。
現
在
も
、
百
年

来
の
夢
で
あ
る
油
坂
峠
を
越
え
る
に
は
い
た
っ
て
い

な
し
。一
方
の
越
美
南
線
は
、
昭
和
六
三
年
四
月
の
固
有

鉄
道
の
民
営
化
に
よ
っ
て
、
第
一
一
一
セ
ク
タ
ー
に
よ
る

経
営
と
な
り
、
長
良
川
鉄
道
と
改
称
し
て
観
光
と
地

域
住
民
の
生
活
を
守
る
鉄
道
と
な
っ
て
い
る
。

六

お

わ

り

に

本
稿
は
、
越
前
回
と
美
濃
国
を
結
ぶ
鉄
道
、
就
中
、

日
本
列
島
中
部
山
岳
地
帯
を
横
断
す
る
越
美
線
に
つ

い
て
、
と
く
に
大
正
期
に
お
け
る
敷
設
運
動
に
関
し

て
概
述
し
た
。
次
に
、
本
稿
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ

と
を
略
述
し
、
ま
と
め
と
し
た
い
。

第
一
点
は
、
越
美
線
(
越
美
北
線
と
越
美
南
線
H

現
在
は
長
良
川
鉄
道
)
は
、
北
陸
・
東
海
道
の
両
線

を
山
岳
地
帯
を
貫
通
し
て
結
ぶ
戦
略
的
役
割
に
加

え
、
第
一
次
世
界
大
戦
下
の
未
曾
有
の
好
景
気
を
背

景
に
、

H

第
四
次
鉄
道
ブ

l
ム
μ

の
な
か
で
誕
生
し

た
鉄
道
で
あ
る
。
第
二
点
は
、
福
井
県
で
は
、
大
野

郡
・
町
を
あ
げ
て
の
運
動
が
他
郡
・
村
や
県
を
動
か

し
て
お
り
、
敷
設
へ
の
基
本
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
第
三
点
は
、
鉄
道
敷
設
に

期
待
す
る
地
域
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
高
揚
す
る
一
方

で
、
い
く
つ
も
の
地
域
的
対
立
が
起
こ
っ
た
こ
と
で

あ
る
。
大
野
町
・
福
井
市
間
の
ル

l
ト
で
は
、
九
頭

竜
川
に
沿
う
勝
山
ル

1
ト
と
足
羽
川
(
羽
生
街
道
)

に
沿
う
羽
生
ル

l
ト
が
長
期
に
わ
た
っ
て
激
し
く
対

立
し
た
。
足
羽
郡
が
、
今
立
郡
と
大
野
郡
を
巻
き
こ

ん
で
優
位
と
な
る
が
、
羽
生
ル

l
ト
の
う
ち
で
も
対

立
が
あ
り
、
最
終
的
に
は
今
立
郡
に
近
い
ル

l
ト
が

選
択
さ
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
終
点
(
起
点
)

と
な
る
福
井
市
東
部
地
域
で
も
、
ル
ー
ト
を
め
ぐ
り

地
域
的
な
対
立
が
起
こ
っ
て
お
り
、
大
正
期
の
福
井

市
の
特
色
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
第
四
に
は
、
越
美

線
の
敷
設
運
動
は
、
今
立
郡
東
部
の
鉄
道
敷
設
構

想
、
金
津
方
面
か
ら
の
鉄
道
敷
設
構
想
、
越
前
電
鉄

の
改
良
、
福
井
駅
の
整
備
拡
張
な
ど
、
周
辺
の
鉄
道

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）
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敷
設
運
動
や
鉄
道
施
設
の
整
備
拡
充
に
大
き
な
影
響

を
与
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
五
は
、
一

市
四
郡
を
ま
き
こ
む
大
が
か
り
な
鉄
道
敷
設
運
動
で

あ
っ
た
が
、
現
在
は
、
戦
争
の
激
化
と
自
動
車
運
送

の
拡
大
の
波
の
な
か
で
所
期
の
目
的
が
果
た
せ
ず
、

分
断
さ
れ
た
地
域
鉄
道
(
越
美
北
線
と
長
良
川
鉄
道
)

と
い
う
役
割
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

本
稿
は
、
越
美
線
の
敷
設
運
動
の
概
述
に
す
ぎ
な

い
。
な
に
ぶ
ん
に
も
、
新
聞
と
い
う
か
ス
ク
リ
ー
ン
μ

を
通
し
て
の
検
証
に
す
、
ぎ
ず
、
運
動
を
担
っ
た
人
々

や
地
域
の
具
体
的
な
動
き
を
正
確
に
追
う
に
は
程
遠

く
、
そ
れ
ら
の
人
物
や
地
域
の
検
証
を
通
じ
て
、
今

後
さ
ら
に
深
い
検
討
が
求
め
ら
れ
る
。

(
注
)

(1)
小
谷
正
典
「
福
井
県
に
お
け
る
北
陸
線
敷
設
運
動
の
展
開
」

(
一
・
二
)
『
福
井
県
史
研
究
第
7

日
号
』

(2)
『
福
井
日
報
』
明
治
mm
・
4
・凶、

7
・
3

(3)
『
福
井
日
報
』
明
治

m
・
8

7

(4)
『
福
井
県
史
資
料
編

m
近
現
代
一
』

(
5
一
小
谷
正
典
「
福
井
県
に
お
け
る
軽
便
鉄
道
の
敷
設

-
武
生
地
方
を
中
心
と
し
て
」
『
福
井
県
史
研
究

号」

第鯖
12 i工

(
6
一
小
谷
正
典
「
1
9
2
0
年
代
の
電
気
鉄
道
敷
設
計
画
福

井
市
の
都
市
構
造
の
変
質
と
環
状
線
敷
設
構
想
」
『
福
井
県

史

研

究

第

2
号』

(7)
『
大
阪
朝
日
新
聞
北
陸
版
』
大
正
7
・
9
・
2

(B)
『
大
阪
朝
日
新
聞
北
陸
版
』
大
正
7
・
5
・
mm

(9)
「
大
阪
朝
日
新
聞
北
陸
版
』
大
正

7
-
m
-
況
、
日
・

3

大
野
郡
の
斎
藤
顕
・
松
原
五
十
=
了
寺
田
弘
、
足
羽
郡

の
池
田
七
郎
兵
衛
青
山
荘
・
貴
志
正
生
・
八
回
勘
右
衛

門
、
福
井
市
の
植
木
信
一
、
吉
田
郡
の
河
合
甚
三
郎
、
丹

生
郡
の
谷
野
泰
蔵
の
一

O
名
を
委
員
と
し
て
計
画
を
進
め

て
い
る
。

布
石
油
濃
越
鉄
道
速
成
ニ
関
ス
ル
建
議
案
並
ニ
経
過
報
告
書
』
北

谷
村
役
場
文
書

一
日
)
『
大
阪
朝
日
新
聞
北
陸
版
』
大
正
9
・
2
・
目
、
口
一
一

月
二
二
日
、
衆
議
院
を
可
決
し
た
。
当
時
、
福
井
県
側
で

は
、
九
頭
竜
川
に
沿
う
か
(
越
前
電
鉄
の
買
収
)
足
羽
川

に
沿
う
か
(
羽
生
街
道
沿
い
)
で
両
論
が
あ
り
、
羽
生
街

道
沿
い
な
ら
ば
、
福
井
駅
の
拡
張
が
必
要
と
な
り
、
福
井

駅
移
転
問
題
が
浮
上
し
て
い
た
。

(
ロ
)
『
大
阪
朝
日
新
聞
北
陸
版
」
大
正
8
・
2
・
7

一日)(注
6
)
と
同
じ
。
こ
の
年
の
八
月
に
は
、
加
越
電
気
鉄
道

の
敷
設
計
画
が
起
こ
り
、
地
方
線
と
し
て
三
国
を
起
点
に

福
井
市
と
大
聖
寺
町
に
、
さ
ら
に
市
街
線
と
し
て
福
井
市

内
に
環
状
電
気
鉄
道
の
敷
設
を
出
願
し
て
い
る
(
同
年
一

一
一
月
二
六
日
認
可
)
。

一
日
『
大
阪
朝
日
新
聞
北
陸
版
』
大
正
8
・
U
・幻、

9
・
1

-
U

八
年
一
一
一
月
に
は
、
大
野
郡
で
す
で
に
「
濃
越
鉄

道
促
進
期
成
同
盟
会
」
が
組
織
さ
れ
、
郡
を
挙
げ
て
の
運

動
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
刺
激
さ
れ
、
福
井
市
で

は
、
三
一
月
、
市
会
議
員
ら
福
井
商
業
会
議
所
の
役
員
な

ど
が
、
独
立
し
て
期
成
同
盟
会
を
組
織
す
る
方
向
で
協
議

を
す
す
め
て
い
る
と
い
う
。
翌
九
年
一
月
に
は
、
福
井
・

岐
阜
両
県
連
合
の
期
成
同
盟
会
を
組
織
す
る
動
き
が
お
こ

り
、
大
野
郡
で
は
、
布
川
正
輔
ら
コ
一
委
員
を
選
定
す
る
と

い
う
意
気
込
み
で
あ
っ
た
と
い
う
。

一
時
)
『
大
阪
朝
日
新
聞
北
陸
版
』
大
正
9
・

2
-
m、
η
議

会
中
、
石
川
県
で
は
、
濃
越
鉄
道
を
勝
山
で
分
岐
さ
せ
て

白
山
山
麓
を
通
過
し
て
加
賀
鶴
来
か
ら
野
々
市
に
連
絡
さ

せ
よ
う
と
い
う
計
画
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
は
、
大
野
町
・

福
井
市
聞
は
勝
山
街
道
に
沿
っ
て
敷
設
す
る
と
い
う
考
え

が
前
提
に
あ
る
。
衆
議
院
を
通
過
し
た
二
月
一
三
日
に
は
、

福
井
・
岐
阜
の
両
県
の
同
盟
会
が
、
東
京
で
連
合
懇
親
会

を
聞
い
て
い
る
。
福
井
県
側
の
出
席
者
は
、
松
井
文
太
郎

・
熊
谷
五
右
衛
門
・
柳
原
九
兵
衛
・
今
村
七
平
・
横
井
藤

四
郎
(
衆
議
院
議
員
)
、
杉
固
定
一
・
山
回
数
(
貴
族
院
議

員
)
、
山
本
条
太
郎
、
竹
尾
茂
、
八
尾
新
助
、
江
川
芳
光
、

布
川
正
輔
、
斎
藤
顕
、
林
彦
一
、
関
源
右
衛
門
、
大
瀧
孫

右
衛
門
、
大
畠
保
之
助
で
あ
る
。

(
市
)
『
大
阪
朝
日
新
聞
北
陸
版
』
大
正
9
・
9
-
M
、
叩
・

5

祝
賀
会
は
、
一

O
月
五
日
、
福
井
市
で
の
政
友
会
北
信
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人
州
大
会
を
機
に
、
前
日
四
日
に
福
井
劇
場
で
関
か
れ
た
。

こ
の
大
会
で
、
濃
越
鉄
道
は
、
岐
阜
・
福
井
の
両
端
か
ら

敷
設
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
声
が
あ
が
っ
て
い
る
。
政

友
会
の
大
会
を
利
用
し
て
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
る
と
い
う

と
こ
ろ
に
、
当
時
の
鉄
道
敷
設
の
政
治
的
環
境
が
う
か
が

え
る
。
同
時
期
、
岐
阜
県
で
も
同
様
の
祝
賀
会
が
聞
か
れ

て
い
る
。

(
げ
)
『
大
阪
朝
日
新
聞
北
陸
版
』
大
正

9
m
-
u、
m、
凶

一
四
)
『
大
阪
朝
日
新
聞
北
陸
版
』
大
正
9

8

・
m
目
、
辺
、

m

・
9

集
会
は
、
一

O
月
七
日
に
勝
山
町
役
場
で
聞
か
れ

た
。
福
井
市
内
に
お
い
て
も
、
対
立
が
起
こ
っ
て
い
る
。

当
時
、
福
井
市
内
で
は
、
中
筋
方
面
(
市
内
中
心
部
)
、
西

側
方
面
、
松
本
方
面
、
城
勝
方
面
、
橋
南
方
面
で
は
、
何

か
に
つ
け
て
対
立
が
起
こ
っ
て
い
た
。
濃
越
鉄
道
の
敷
設

も
例
外
で
な
く
、
越
前
電
鉄
を
買
収
し
て
濃
越
鉄
道
の
路

線
と
す
る
こ
と
に
利
の
あ
る
松
本
方
面
で
は
、
八
月
一
八

日
、
早
速
志
比
口
の
西
蓮
寺
で
集
会
を
聞
き
、
越
前
電
鉄

を
利
用
す
る
か
、
新
路
線
敷
設
の
場
合
は
福
井
口
に
福
井

停
車
場
を
設
置
す
る
か
、
運
動
方
法
を
協
議
し
て
い
る
。

城
勝
方
面
で
も
、
一
二
日
、
旭
小
学
校
に
町
総
代
が
集
合

し
、
濃
越
鉄
道
停
車
場
を
城
勝
方
面
に
設
置
す
る
運
動
方

法
を
協
議
し
て
い
る
。

(
円
)
『
大
阪
朝
日
新
聞
北
陸
版
』
大
正

9
-
m
-
m、
幻
、
引

こ
の
発
会
式
に
つ
い
て
は
、
下
{
子
坂
村
長
の
名
で
案
内

状
が
発
送
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
お
り
、
足
羽
郡
を
中
心
に

9 

大
野
郡
今
立
郡
を
総
動
員
し
た
、
い
わ
ば
総
決
起
集
会

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
柳
原
衆
議
院
議
員
は
吉
田
郡
出
身
で

あ
り
、
勝
山
側
の
憤
激
を
買
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

(
初
)
『
大
阪
朝
日
新
聞
北
陸
版
』
大
正
ロ
・

7
・
1

(
幻
)
小
谷
正
典
「
大
正
後
期
、
鯖
江
町
・
武
生
町
東
部
地
方
の

鉄
道
敷
設
に
つ
い
て
」
「
会
誌
恥
7

鯖
江
郷
土
史
懇
談

ム
耳
」

(
包
)
『
大
阪
朝
日
新
聞
北
陸
版
」
大
正
日
・

9

9

(
お
)
『
大
阪
朝
日
新
聞
福
井
版
』
大
正
日
・

2
・
8

鯖
江
町

長
湯
浅
徳
太
郎
と
岐
阜
県
本
巣
郡
根
尾
村
長
代
理
山
本
貝

助
ら
が
、
武
生
町
の
衆
議
院
議
員
土
生
彰
の
紹
介
で
、
請

願
書
を
衆
議
院
に
提
出
し
て
い
る
。
目
的
に
は
、
国
防
上

と
日
本
海
の
水
産
物
(
鯖
浦
電
鉄
の
開
通
)
や
沿
線
の
豊

富
な
物
産
の
輸
送
が
あ
げ
ら
れ
た
。

(
但
)
「
大
阪
朝
日
新
聞
福
井
版
』
日
・

2
・
6
、
昭
和
2
・
3

日
武
生
町
長
三
田
村
甚
三
郎
氏
ら
に
よ
る
も
の
で
、

紹
介
議
員
は
吉
田
郡
の
衆
議
院
議
員
谷
口
字
右
衛
門
で
あ

る
。
武
生
町
経
由
と
な
っ
た
の
は
、
南
越
鉄
道
の
一
一
期
工

事
で
あ
る
鯖
江
駅
へ
の
延
長
が
困
難
と
な
り
、
今
立
郡
中

河
村
、
北
中
山
村
を
経
由
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
や
む
な

く
路
線
変
更
と
な
っ
た
模
様
で
あ
る
。

(
お
)
『
大
阪
朝
日
新
聞
福
井
版
』
大
正
日
・

2
・
5

昭
和
2

-
2
・
1

越
美
電
気
鉄
道
株
式
会
社
は
、
資
本
金
五
O
万

円
で
、
大
野
郡
下
庄
村
の
滝
波
金
弥
ら
が
発
起
人
で
あ
る
。

(
お
)
『
大
阪
朝
日
新
聞
福
井
版
』
大
正
日

3
・
4

坂
井
郡

の
衆
議
院
議
員
熊
谷
五
右
衛
門
と
愛
知
県
の
衆
議
院
議
員

加
藤
練
五
郎
が
、
北
陸
東
海
の
両
地
方
を
つ
な
ぐ
目
的

で
、
同
鉄
道
の
敷
設
計
画
立
案
を
衆
議
院
に
建
議
し
て
い

ヲ品。

(
幻
)
『
大
阪
朝
日
新
聞
福
井
版
』
昭
和
2
・
6
・

m

(
お
)
『
一
越
美
北
線
開
通
促
進
関
係
基
礎
資
料
」
福
井
県
越
美
線
開

通
促
進
期
成
同
盟
会
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